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国分寺市議会議員 

 

立憲民主編集部 

〒102-0093 

東京都千代田区平河町 

2-12-4 ふじビル 3F 

Tel.03-6811-2301 

Fax.03-6811-2302 

goiken@cp-japan.net 

http://cdp-japan.jp/ 

2019 年秋号 

国分寺市版 

1982年 広島県生まれ 東京都育ち 法政大学法学部政治学科卒業 
末松義規衆議院議員の公設第一秘書等を経て市議会に当選（２期目）  
家族・・・妻、娘（8歳）、息子（2歳） 趣味・・・野球、空手（黒帯）、料理 

厚生文教委員会 副委員長、公共施設等総合管理特別委員会 
浅川清流環境組合議会議員（建設中の可燃ごみ処理施設に関する議会） 

 

市役所庁舎の泉町移転方針を市長が表明！ 

「市役所の建て替え候補地は泉町都有地が有力」であると委員会の場で市長が表明、12月議会にて議員の 

3分の 2の賛成があれば決定します。泉町都有地に移転させるべき理由として、大きく３つが述べられました。 

➀ 防災拠点としての立地的好条件（武蔵国分寺公園、消防署、医師会災害対策本部と隣接） 

➁ 現庁舎用地の活用による、市内全体の公共施設整備の推進 

➂ 費用、工期、資産価値等の面で現庁舎での建て替えよりメリットが期待できる 

以上が説明され、これらを前提に「庁舎移転に関する特別委員会」を設置し、議会として議論を行います。 
 
私としての議論のポイントは・・・（※今回の議論は場所に関する内容までで、具体的な庁舎の中身はまだ先） 

➀ 移転により市役所に行きづらくなってしまう地域への対応 （ぶんバスルートや出張所の拡充等） 

➁ 現庁舎用地を市民の要望に沿った形でどのように使っていくか 

➂ 恋ヶ窪駅付近の活性化、西国分寺駅東口の開設をどう考えるか 
 
移転ありきではなく、しっかりとした議論の上で賛否を表明してまいります！ 

 

平成３０年度一般＆特別会計決算を認定 

 

令和元年 9月議会（9月 2日～27日）報告 

 

昨年度の税金の使途をチェックする、決算特別委員会が３日間の日程で行われ、一般会計、特別会計ともに

認定されました。今回は経常収支比率（人件費や福祉関係費などの固定費）の上昇が多く議論となり、財政の

硬直化への懸念があったものの、市の借金も順調に減少しており、私も決算の認定に賛成致しました。 

 
生きがいセンター多目的室の早期開放を求めました！ 

 決算委員会にて昨年度末にお風呂から改修工事が行われた、生きがいセンターにしまち・とくら・こいがくぼ

の多目的室について指摘を致しました。完成から半年以上が経過しているにもかかわらず、市民の貸室利用は

行われておらず、週に１～2 回事業で使っているだけとの答弁。高額の税金を投じて改修を行ったスペースを

使わないのはムダの極みであると厳しく指摘し、一日も早い市民への開放を求めました。 

今年度中に何とかしたいとの返答がありましたが、早期実現に向け、引き続きチェックしていきます！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご意見・ご要望などは下記まで ～市内どこでも駆けつけます！～ 

185-0035国分寺市西町 4-1けやき台団地 38-303    

TEL：070-2833-5666  FAX：042-534-9123  

ホームページ：www.datejun16.net メール：info@datejun16.net 
 

 

(2)                              立憲民主                         

意外と近い！？ ＢＳＬ－４施設について 
 

一 般 質 問 

多胎児（双子や三つ子）支援について 
 

一 般 質 問 

【だて】 近年、多胎児の出生数は以前の１．５倍になっている。近くに家族などの支援者がいない場合、 

低年齢時には外出を控えがちになり、育児の孤立化による虐待などの事例も散見される。 

現状の当市の支援策は十分とは言えず、ハイリスク傾向を認識して頂き、支援の拡充に努めて欲しい。 
 
【健康部長】 本年７月より開始した「子育て世代包括支援センター事業」を中核として、 

地区担当の保健師によるケア、育児支援ヘルパーや交流事業の推進など、多胎児家庭の 

実情や課題把握に努め、きめ細かなサポートの強化を検討していく。 

 
 

一 般 質 問 そ の 他 の
力 

 

BSL-4 施設とは・・・バイオセーフティレベルの頭文字。数字はその施設で研究することが 

できる病原体のレベルを表す（４段階）。エボラ出血熱などの致死率が高い病原体はＢＳＬ－４施設でしか 

扱えず、日本で唯一稼働している施設は武蔵村山市にある国立感染症研究所である。 

 
 
 

 

【だて】 今夏より、武蔵村山市の国立感染症研究所がＢＳＬ－４施設として稼働を開始した。国分寺市も 

西側の一番近い所からだと、直線距離で４キロ程のところに位置しており他人事ではない。危機管理上の

新たな課題として捉え、厚労省や関連機関との情報共有体制を構築すべきである。 
 
【総務部長】 関連機関で構成される施設運営協議会の状況を注視するとともに、当市の危機管理マニュア

ルへの記載を研究する。市民に対しては不安を与えないように配慮しながら、情報提供を検討する。 

 

 

 

東京都の踏み間違え防止装置助成について 
 

一 般 質 問 

【だて】 自動車のペダル踏み間違えによる事故が多発している状況を鑑み、東京都ではこの７月から７０歳

以上の方へ安全運転支援装置の９割助成を開始した（最大１０万円）。運転免許返納とともに高齢者の事故

防止に効果的な支援であり、国分寺市としても周知に協力すべき。 

推進に向け、豊島区で行っているように、残りの１割分を当市で負担することも検討を要望する。 
 
【建設環境部長】 市報や公共施設で幅広く周知を行っていく。 

市の１割負担については事業が始まったばかりであるので、その動向を見ながら検討する。 

 
 
 

 

この事業の詳細については東京都のホームページをご覧下さい（車種など、いくつか要件があります）。 

お問い合わせは国分寺市の交通対策課、もしくは伊達までご連絡ください！ 

 

 
 
 
カーブミラーの維持管理、新設について・・・新設数の拡大と劣化や転倒事故の状況と対応について 

武道館の建て替えについて・・・トイレ、更衣室の整備と今後の長寿命化ではなく、建て替えを強く求めました 
 
 


